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　市内小中学校では、「全国学力・学習状況調査」の結果を踏
まえ、学力を育てるさまざまな取り組みを行っています。

子どもたちの確かな学力の
向上を目指して
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科
の
学
力
調
査
と

学
習
環
境
に
関
す
る
調
査

　
「
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
」
は
、

教
育
の
質
の
向
上
や
学
校
に
お
け
る
指
導

の
充
実
、
学
習
状
況
の
改
善
に
役
立
て
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
、
全
国
一
斉
に
実
施

し
て
い
ま
す
。

　

平
成
27
年
度
は
、「
国
語
」「
算
数
・
数

学
」
の
ほ
か
、「
理
科
」
を
加
え
た
３
教

科
に
関
す
る
調
査
を
は
じ
め
、
学
習
習
慣

や
生
活
習
慣
な
ど
子
ど
も
た
ち
の
学
習
環

境
に
関
す
る
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

市
内
小
中
学
校
で
は
、
基
礎
的
な
知
識

や
技
能
の
習
得
に
加
え
、
思
考
力
や
判
断

力
、
表
現
力
を
育
て
る
こ
と
を
重
視
し
た

教
育
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
将
来
、
子

ど
も
た
ち
が
自
分
の
力
で
自
信
を
持
っ
て

歩
ん
で
い
け
る
よ
う
、「
学
校
」「
家
庭
」「
地

域
」
が
連
携
し
、
社
会
全
体
で
子
ど
も
た

ち
を
育
て
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　

◇

　

今
後
も
「
学
校
だ
よ
り
」
の
回
覧
や
地

域
参
観
日
の
開
催
な
ど
を
通
し
、
情
報
を

発
信
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

学力向上に向けた市内小中学校の取り組み

①複数教員による指導体制の充実
　・加配教員を配置し、児童生徒一人ひとりに応
　　じたきめ細やかな指導（チームティーチング
　　など）を実施
　・新１年生が 20 人以上の学校に「学習補助員」
　　を配置
　・特別な教育支援を必要とする児童生徒が
　　在籍している学校に「特別支援教育支援員」
　　を配置

②ＩＣＴ（情報通信技術）の利活用
　・タブレット型コンピューターやデジタルテレビ
　　などを活用し
　　学習意欲を高
　　め、分かりや
　　すく効果的な
　　授業づくりを
　　推進

③家庭学習の定着
　・各小中学校で家庭学習の手引きを作成し、家
　　庭に配布
　・家庭と連携した家庭学習ノートなどの活用に
　　よる学習習慣の定着
　・家庭と連携した生活リズムチェックシートな
　　どの活用による生活習慣の改善

▲ＩＣＴを活用した授業

④補充学習の実施
　●放課後学習
　・基礎学力の定着を図るため、担任教員を基本
　　に複数教員で対応
　・部活動休養日を週１日設けたり、理解不足の
　　解消を図るため、授業と連携した放課後学習
　　を実施
　●長期休業中サポート学習
　・長期休業（夏休み、冬休み）中に補充学習を
　　実施
　・教員のほか、学生ボランティアや地域ボラン
　　ティアの協力も得ながら指導

【 調査状況 】（平成 27年 4月 21 日実施）
●対象学年、人数　
　・市内小学校 6年生、153 人
　・市内中学校 3年生、159 人
●調査内容
　〈教科に関する調査〉
　・「国語」「算数・数学」「理科」の「知識」
　　と「活用」に関する問題
　〈質問紙調査〉
　・児童生徒の学習意欲や学習習慣、生活習
　　慣に関する調査
　・学校の指導方法や教育条件の整備状況に
　　関する調査

　市内小学校 6年生では、国語は漢字の読み書
きが定着していますが、登場人物の行動や気持ち
の変化を捉える問題に課題がありました。算数は
計算力が定着していますが、角度の計測や割合の
理解、記述式問題に課題がありました。
　また、市内中学校３年生では、国語は根拠を明
確にして自分の考えを具体的に書く問題に課題が
ありました。数学は資料の活用問題が改善されて
いますが、図形や数式の説明など記述式の問題に
課題がありました。
　この実態を踏まえ、各小中学校でチームとなり、
学力を育てる授業力の強化を図っています。
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※平成 27年度「全国学力・学習状況調査」小学校６年生算数より
◇問題にチャレンジ！◇

問２　割合
 ・たか子さんがお使いでお店に行くと、家で使って
　いる洗剤が 20％増量の 480 ミリリットルで売られ
　ていました。
　増量前の洗剤の量
　は何ミリリットル
　ですか。
　求める式と答えを
　書きましょう。

問１　角の大きさ
 ・㋐の角の大きさは何度ですか。答えを書きましょう。

・問１の答え：210度　　　　・問２の答え：480÷1.2=400　400ミリリットル

　質問紙調査では、学校の宿題や授業の復習には取り組んでいますが、依然として家庭での勉強時間
が少ないことが分かりました。一方で１日 3時間以上テレビなどを見たり、小学生はテレビゲーム
を１日 3時間以上、中学生はスマートフォンを 1日 2時間以上利用する割合がいずれも全国と比べ
て高く、メディアへの依存が強いことから基本的な生活習慣の改善が必要なことが分かりました。
※市内小中学校の結果の概要は、市ホームページ（http://www.e-rumoi.jp/）でご覧いただけます。

学力を育てる授業づくりと望ましい生活習慣の確立を！
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　学校での授業は、子どもたちの学力向上のために何より大切です。そのため市内小中学校では、日々
指導方法を研究し、改善を図っています。複数教員による指導体制の充実や放課後の個別指導、長期休
業（夏休み、冬休み）中のサポート学習など一人ひとりに応じた学習指導に取り組んでいます。
　また、学校と家庭が連携し、家庭学習ノートの活用や生活習慣の改善に取り組んでいます。
　市・教育委員会では、学習補助員の配置やデジタル機器の整備など各小中学校と連携し、「分かりや
すく効果的な授業づくり」を推進しています。

●市内小学校６年生の正答率が低かった問題を掲載

（市内小学校６年生の正答率：43.1%）　　　　　　　　　（市内小学校６年生の正答率：4.6%）

【主な取り組み】


